
代 表 質 問 通 告 者 一 覧 

         平成２９年６月

順序 氏   名 通   告   内   容 

 
１ 

 

 
創生すわ 

小 林 佐 敏 
 

（補助議員） 
近 藤 一 美 

 
 

 

 
１．一期目任期折り返しを迎え、これまでの成果について 
（１）総合戦略に盛り込んだ重要業績評価指標（ＫＰＩ）の

達成が成果の判断材料の一つと話されているが 
（２）マニフェストの課題はほぼ全て着手していると言って

いるが 
（３）市政の透明度の向上へ「職員の情報共有や市民との意

思疎通が大切」と言っているが 
（４）人口減少対策を盛り込んだ総合戦略の実現に国の交付

金を活用すると言っているが 
（５）都市機能の効率化へコンパクトなまちづくりを推進す

る「立地適正化計画」の策定などに向けて取り組んで

いると言っているが 
 
２．「あり方検討会」、「協議会」、「委員会」等いくつかの会が

できているが、今後の進め方について 
（１）駅周辺市街地あり方検討会の今後の進め方は 
（２）地域公共交通協議会答申後の今後の進め方は 
（３）蓼科保養学園新プラン構築委員会委託事業報告後の進

め方は 
（４）諏訪市教育振興基本計画策定委員会の進め方は 
 
３．駅前開発に係る市の対応について 
（１）駅前開発との経緯、検証は 
（２）今後市として市民要望の取り込みと、諏訪市の買い取

り部分の活用は 
 
４．地域創生関係事業の進捗について（交付金決定） 
（１）ＳＵＷＡブランド創造事業は 
（２）「諏訪の国」ブランド展開と観光推進組織基盤創生事業

   は       
（３）歴史・文化の学びを支える博物館整備事業は 
（４）「地域戦略プラットホーム」民間事業者との連携による

新規事業創出は 
（５）「諏訪はひとつ」の受け皿づくりと、国・県への働きか



けを密にした行政推進は 
 
５．無電柱化によるまち並み整備の進捗について 
（１）無電柱化推進法成立後の動き、情報は 
（２）地域の状況に応じた「無電柱化推進計画」の施策策定

   は 
 
６．北朝鮮問題と国防に関する地方の対応方法について 
（１）緊迫する近隣諸国との緊張関係をどのように見ている

  か 
（２）日本に弾道ミサイルが落下する可能性があるが、その

場合の対応は 
 
 

 
２ 

 
日本共産党 
諏訪市議員団 

廻 本 多都子 
 

（補助議員） 
井 上   登 

 

 
１．平成２９年の度諏訪市の教育理念と方針「ともに学び、と

もに育つ、未来につなげるまちづくり」について 

（１）未来創造「あい」プランについて 

（２）小中一貫連携と統廃合について 

（３）市小学校のあり方に関する提言書について 

（４）市民満足度調査、意見、要望 

  ①市民アンケート（通学路など） 

 
２．いじめ、不登校に関する対応について 

  （発達障がい、学習障がいも含め） 

 

 

 
３ 

 
未来のすわ 

小 松 孝一郎 
 

（補助議員） 
吉 澤 美樹郎 

 

 
１．任期折り返しにあたっての市長の所見、思いは 
（１）総括、今後の重点実施項目 
 
２．駅前開発の進め方について 
（１）公共スペースに対する市としての基本的な考え方 
  ①公共施設等総合管理計画、立地適正化計画との関連 
  ②ワークショップの意見の吸い上げ 
（２）イメージテーマの具現化のために 
  ①市としての関与、チェックのあり方 
 
３．近隣市町村との協力連携、将来的な合併に対する考えは

（１）協力連携について具体的な推進方法・体制は 



（２）市町村合併に対する市の考え方は 
 
４．ふるさと納税について 
（１）諏訪市としての主張と今後の進め方 
（２）法人のふるさと納税制度の活用について 
 
 

 


